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1 .はじめに

地球環境問題における二酸化炭素の初出抑制は世界的な課題であり 、株々な試みがなさ

れています。木材は、住宅なとの建築用材をはじめとして、家具や土木用資材 、プラスチ

yクとの複合材やエネルギー資源など、多様な利用ができる俊れた特性をもっています。

このことから 、カーボンニュートラルと言われる木材を積極的に利用していくことが大事

です。また、ウァドマイレージで取り上げられるように、外材を長距離運搬するエネルギ

ー消費より 、地域の木材を地域で利用することが、より環境にやさしいと言われています。

富山県産のスギ材も地械で積徳的に使い、環境負荷をより 小さくしてい くことが霊安です。

2.県産スギ材の構造用材料としての利用の現状

これまで、地域のスギ材は地域で製材し地域の大工さんが使うという 仕組みの中で、利

用されてきておりますので、県産スギ材を梁や柱として使うことも実績があります。 しか

し、昨今の住宅供給は、乾燥音1¥材をプレカット T坊で加工して生産性を上げ、コスト競争

力をつけるという大量生産型で進んでおり、 定'.1峻な地形で単位林分が小さい富 山県の現状

の県産スギ材供給量、体ilillで、は住宅メーカ ーの要求に十分に対応できていません。このこ

とから、県産スギ材の梁や柱などの椛造材と

しての利用は、残念ながら少ないのが現状で

す。

しかし、近年の地域材利用の高まりの'.1"で、

設計士さんのなかにもf1Ijj引FI材として県産ス

ギ材を使いたいという 声が多くな ってきまし

た。しかし現在主流のベイマツや集成材に比

べると、強度や品質に不安を感じる戸もある

のが事実です。ここでは、県産スギ材を梁材

として使うときの強度性能について問題点も

含めて!と現してみます。

写真 1 スギ柱材の曲げ試験



３．県産スギ材の強度性能
３Ｃ

県産スギの柱材や梁材の実大強度試$災

の結果を図１に示します。参考として全２５
国のスギの強度や梁としてよく用いられ２０

誤

るベイマツの強度も示しています。111げ桜'６

強度性能としては、破壊強度にあたる曲’‘

げ強度と榛みの大きさを示すヤング率が５

重要です。ヤング率は操みを計算すると

耐山県産スギ

平均値:35.1
下限値：24.1

一つぎ

製繍ＩＨＩ

‐／
－／

一鰯,/Ｍ‐

全図スギ

平均Ｋｉ:40.8

全国スギ

平均髄：7.14

！

ペイマツ

平均値:43.6平

ペイマツ

平均値：1２．０

４．ボカスギとタテヤマスギ

富山県のスギの主要な品種としてタテヤマスギとボカスギがあります。しかし、大工さ

んには、ボカスギは強度が低いので使いたくないと敬遠されることがあります。ボカスギ

でも昔ながらの住宅ではよく使われているのですが、年輪I隅が広いために弱いという不安

を持たれています。十分な本数ではありませんが、両品種の強度性能を図２に示します。

ボカスギといえども、曲げ強度はタテヤマスギと変わらず、スギとしての基準強度は満

たしていますので、曲げ強度は問題ありません。しかし注意すべきなのは、ヤング率の小

さなものが多く現れている点です。特に、１番玉で芯持ちの角材を採材した場合が多いの

ですが、梁材として利用する際には焼みに注意しなければなりません。焼みが気になるよ

うな使い方をする場合は、後で示すような方法でヤング率をチェックすれば安心です。
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６.実際の梁としての適正寸法

いつもベイマツの梁せいを２割増しになければならないのでしょうか？。母屋と床ばり

で検討してみます。

母屋は、スパン1820ｍｍで梁に支えられ、母屋間隔が910ｍｍとします。瓦等の自重

５．ベイマツとスギの違い

昔からの住宅では、梁や柱にスギを使うことは一般的に見ることができましたが、最近

の一般住宅では、ベイマツや集成材を梁として用いることが多くなりました。そのため、

スギを梁材に使うときには不安を覚えるようです。図１にはベイマツの強度分布も記入し

ていますが、ベイマツの曲げ強度は平均で43.6Ｎ/ｍｍ２であり、平均強度はスギより高く

なっています。しかし、分布の1幅が非常に広がっていることがわかります。ベイマツの場

合、大きな節があり、そのため強度が大きく低下したものが現れるためです。ベイマツの

基準強度はそれまでの経緯もあり高めの値になっていますが、節や欠点により強度等級区

分されたＪＡＳ規格材では、状況が異なっています。ＪＡＳ材での基準強度を示しますと、

１級、２級、３級それぞれに対し、ベイマツでは34.2,22.8,17.4、スギでは27.0,25.5,

22.2Ｎ/ｍｍ２となっています。１級材では、ベイマツの基準強度がスギより高いですが、

２級や３級材ではスギの基準強度が高くなっています。つまり、スギのほうがベイマツよ

り強い場合もあるということです。したがって、ベイマツは強いというイメージを持つ必

要がないことがわかります。

しかし、ベイマッとの関係で意識しなければならない大事なことは梁の撲みへの影響で

す。携みが大きいか小さいかはヤング率で比較することになります。ヤング率の大きい材

は携みが小さくなります。ベイマツとスギを比較するとベイマツ12.0kNﾉｍｍ２に比較し

て県産スギは6.0kN/ｍｍ２ですから、同一寸法の梁では焼みが２倍になると言う点です。

特に住宅の梁では､強度性能よりも摸みの制限で梁の寸法が決まってくる場合も多いので、

これが大きな弱点になります。これまでベイマツを用いていた梁にヤング率がｌ／２のス

ギを用いれば、梁せいを２割増しにして、やっと'１１じ焼みになります。焼みが問題になり

そうな部位では、この点で経済的に不利になってきます。

図２ボカスギとタテヤマスギの強度性能
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と積雪１．５ｍの荷重を
表１母屋、床梁としてのスギ適正寸法

スパン

母屋 1８２０

2730

床小梁
3640

間隔

、、

910

1３６５

910

910

断面

ｍ、

105x1０５

105x1０５

105x1０５

105x1２０

120X1２０

120x1５０

120x1８０

120X２１０

樹種 強度

N/ｍｍ２
ベイマツ 7.8

スギ 7.8

ベイマツ 1１．７

スギ ９．０

ベイマツ 6.9

スギ 4.5

ベイマツ 5.5

スギ 4.1

榛み

ｍ、

4.3

8.6

6.4

8．６

7.5

7.7

7.1

8.9

見込むと長期荷重で４

kN/ｍ２，１本の母屋が

負担する１８２０×

910ｍｍの面積では、

総荷重で6.6kＮとなり

ます。この荷重条件で、

母屋に生じる応力が許

容応力度以下になる寸
峨嵯桟み制限Ｌ/200=9.1ｍｍ、床梁たわみ制限Ｌ/300=9.1ｍｍ(L:2730)、

長期杵容応力(硫雪長期)ベイマツ:10.3(13.4)、スギ8.14(10.6)Ｎ７ｍｍ２

ヤング係数ベイマツ１２，スギ6kN/ｍｍ２(床梁の榛み計算では1/2）

＝峨嵯椀み制限Ｌ/200=9.1ｍｍ、床梁たわみ制限Ｌ/300=9.1ｍｍ(L:2730)、12.1ｍｍ(L:3640）

法が必要ですｏ積雪長長期杵容応力(硫雪長期)ベイマツ:103(13扇4)､スギ8.14(10β)iWmm§

期の荷重条件に対するﾔﾝグ係数ベイマツ12,スギ6kN/mln2(床梁の携み計算では1/2）
許容応力度は、ベイマツ13.4、スギ10.6N/ｍｍ２です。また、榛み量を制限することがあ

り、母屋ではスパンの１／２００として8.1ｍｍ以下です｡この条件での母屋寸法は､105ｍｍ

角を用いればベイマツでもスギでも大丈夫です。焼みについてはやや制限をオーバーして

いますが、母屋ではそれほど問題が発生するとも思えませんので、設計者の判断として認

めることとしました。母屋間隔を1365ｍｍに広げると、スギでは梁せいを120ｍｍに広

げる必要があります。

２階床梁の場合では、床梁への荷重として2400N/ｍ２（榛み計算時1200N/ｍ２）をみま

す。１，２に235ｋｇ以上が長期に負荷するとの条件ですから、かなりの荷重を見込んでい

ます。スパン2730ｍｍ、梁間隔910ｍｍとして、床梁の応力と榛みから断面を決定しま

す。床梁の撲み制限をスパンの１／３００とします。この場合、スパン2730ｍｍではベイ

マツの梁せい120ｍｍに対してスギで150ｍｍ、スパン3640ｍｍではベイマツ180ｍｍ

に対してスギ210ｍｍの梁せいが必要となります。

したがって、榛みに対する配慮で違いが大きいことがわかりますが、なんでも一律にス

ギの梁せいを２割増しする必要はなく、場合によっては同寸法で良いこともあります。使

用状況に応じて、適正に使うことが大事です。適正に使うことが大事です。

７．ヤング率のチェックは

ボカスギのようにヤング率が不安なときは、

直接測定するのが賢明です。いまは、ハンマー

で打撃して振動音を測定しヤング率を計測する

グレーディングマシンがあります。これを使え

ば、一定寸法材では打撃音計測だけで済みます

ので、１日で１軒分の梁と柱を計測することも

出来ます。要所だけであれば、比較的短時間で

すむと思います。木材研究所にも写真２のよう

なグレーデイングマシンがありますので、必要

の場合には計測され、自信を持って県産スギ材
写真２縦振動ヤング率の測定

を利用するのが大事だと思います。
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